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第 1 章では，本研究における問題意識と目的を明確にし，第 2 ， 3 章では， Iセマウ lレ運動」の全体像を明らかに
しようとした。そのためにまず，第 2 章では， Iセマウル運動」がどういった状況から生まれたのか， その政治的，
経済・社会的，文化的背景を考察した。そして，運動の基本理念、や方針，その実践過程を整理，分析した。そして，
第 3 章では， Iセマウル運動」において最も強調された意識改革のための教育内容を，学校教育の場と社会教育に分
けて検討した。そこでは，まず当時の学校教育理念と「セマウル精神」との関係について述べた。そして政府が極め
て精力的に取組んでいた「地域リーダー養成」事業を， Iセマウル指導者研修院」の教育活動を中心に調べ， I意識改
革運動としてのセマウル運動」の特徴を明確にしようとした。第 4 章では，本研究を通じて明らかになった「セマウ
ル運動」の特徴について整理し，運動の真の目的が何であったかについて議論した。そして農村の所得増大や生活環
境改善を目指していた「農村セマウル運動」を中心に運動の成果要因の分析を試みた。最後に， Iセマウル運動」が
今後，社会教育の発展において示唆するものが何かについて述べるとともに，本研究の限界及び今後の課題を明確に
し fこ o
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論文審査の結果の要旨
本論文は， 1970年代に韓国でとりくまれたセマウル運動について，社会教育の視点から考察したものである。先行
研究や資料の不足を補うため，筆者は韓国で積極的に資料収集を行うとともに，中央政府の強力なリーダーシ y プが，
どのようにして農村における内発的な開発意欲を引き出すことに成功したかというメカニズムの解明にとりくんだ。
この分析は，学習者の自発性を重視する社会教育と行政支援のあり方について，多くの示唆を与えるものである。
1960年代以降の韓国をとりまく国際環境と朴政権の近代化政策についてマクロに分析しながら，セマウル運動の社会
教育的な要素を徹密に浮き彫りにするという研究スタイルは，研究者としての懐の深さを感じさせるものであり，本
論文を博士(人間科学)学位論文として十分に価値あるものと認める O
-67-
